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第１章 北中城村の歴史的風致形成の背景 

１．自然的環境 

（１）位置 

北中城村は沖縄本島中部、県都・那覇市から

北東へ約 16㎞の距離に位置しており、北を沖縄

市、南を宜野湾市及び中城村、西を北谷町に接

し、東側を中城湾に面している。 

村の最東端・美
み

崎
さき

地域から最西端・瑞
ず

慶
け

覧
らん

地

域までは距離 5.3 ㎞程度、最北端・島
しま

袋
ぶく

地域か

ら最南端・大
おお

城
ぐすく

地域までは 4.6㎞程度しか離れ

ておらず、面積は 11.54 ㎢と県内 41 市町村の

うち五番目に小さい自治体となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（『北中城村景観計画』より） 

● 
 

那覇市 

● 
 

北中城村 

北谷町 

宜野湾市 

中城湾 

沖縄市 

中城村 
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（２）地形・地質・水系 

１）地形 

本村の地形は、中城湾に面した東海岸周辺の海岸低地、二つの稜線が内陸部を東

西に走る丘陵地、そして村域西側に広がる台地と、大きく三つの地域に分けられる。

この起伏に富んだ地形と、内陸部の斜面緑地に広がる緑豊かな風景が本村の特徴的

な景観要素となっている。 

 

■地形図 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本村中央部に位置する二つの稜線を南北及び東西にそれぞれ切断した断面図を

次頁に示す。 

稜線を南北に切断したＡ―Ａ’の断面図では、村北部の丘陵地を中心に喜
き

舎
しゃ

場
ば

・

仲
ちゅん

順
じゅん

集落や商業地であるライカム地域が広がっている。なお、この丘陵地の頂上

付近に、喜
き

舎
しゃ

場
ば

集落の創建者といわれる喜
き

舎
しゃ

場
ば

公
こう

の墓が位置している。村南部の丘

陵地は、該当区域を東西に切断したＢ―Ｂ’の断面図と合わせてみると、大
おお

城
ぐすく

グス

（『北中城村景観計画』より） 

Ａ 

Ａ’ 

Ｂ’ Ｂ 

Ｃ’ Ｃ 

沖縄市 

北谷町 

宜野湾市 

中城村 

渡口川 
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クを中心に大
おお

城
ぐすく

集落や荻
おぎ

道
どう

集落が位置していることがうかがえる。 

ほぼ緩やかな台地を切り取ったＣ―Ｃ’の断面図では、安
あ

谷
だに

屋
や

グスクを中心とし

た丘陵が頂点に位置し、その裾野が中城湾にかけて広がっている。 

 

■A-Ａ’断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■B-B’断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■C-C’断面図 

 

  

中
城
村 

沖
縄
市 

中城城跡 

中城ダム 

大城グスク 

喜舎場公の墓 

大城集落 

喜舎場・仲順集落 

ライカム地域 

Ａ Ａ’ 

中城湾 

宜
野
湾
市 

普天間川 

大城グスク 

荻道集落 

沖縄自動車道 

Ｂ Ｂ’ 

中城湾 

北
谷
町 

Ｃ Ｃ’ 安谷屋グスク 

普天間川 

米軍基地 沖縄自動車道 

熱田集落 

国道 329号 
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２）地質 

本村の地質は、中城湾に面した沿岸地域を 沖
ちゅう

積層
せきそう

が、内陸部を島
しま

尻
じり

層群
そうぐん

泥岩
でいがん

（ジ

ャーガル）や琉 球
りゅうきゅう

層群
そうぐん

琉 球
りゅうきゅう

石灰岩
せっかいがん

が広域に分布している。また、村域北側の渡
と

口
ぐち

・島袋
しまぶく

・比
ひ

嘉
が

付近では、一部島尻
しまじり

層群
そうぐん

砂
さ

岩
がん

の分布も見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 岩相 地質時代 

 沖積層（粘土・シルト・砂・礫） 第四紀 

 島尻層群泥岩 新第三紀～第四紀 

 島尻層群砂岩 新第三紀～第四紀 

 琉球層群琉球石灰岩 第四紀 

 

  

（沖縄県地図情報システム 土地分類基本調査図より） 

凡例 

島尻層群泥岩 

琉球層群石灰岩 

沖積層 

島尻層群砂岩 
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透水性の琉球層群琉球石灰岩と不透水性の島尻層群泥岩が分布する地域には、二

つの地層の境界付近から雨水が湧きだす箇所が多数みられる。村内の各集落は、古

くからこうした湧き水を生活用水などに利用するために、共同用水施設（カー）を

整備した。カーは現在でも集落の祭祀行事の場として拝されるとともに、農業用水

や植栽への散水への利用、住民の交流空間（憩いの場）や来訪者の散策の場となる

など、新たな資源としての活用が進められている。 

 

【参考】 
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３）水系 

村内を流れる主な河川として、普
ふ

天
てん

間
ま

川・渡
と

口
ぐち

川・佐
さ

阿
あ

良
ら

川の三つがあげられる。 

その中でも普天間川は、中城村南西部を起点に北中城村安谷屋からキャンプ・フ

ォスターを流下し、北谷町より東シナ海に注ぐ二級河川である。また、佐阿良川は、

キャンプ・フォスター内を起点として北谷町内を流下しながら東シナ海に注ぐ二級

河川・白
しら

比
ひ

川
がわ

の支川である。 

 

■村内を流水する河川位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■佐阿良川位置図 

   

（出典：電子国土 Web：https://maps.gsi.go.jp/をもとに加工して作成） 

渡口川 

白比川（佐阿良川） 

普天間川 

佐阿良川 

http://localhost/
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（３）気象 

沖縄地方は亜熱帯に位置し、黒潮を流れる暖かな海洋の影響を受け、年間を通し

て温暖な気候を維持している。また、海洋に囲まれている点や台風の影響を受けや

すい地域であることから、全国的にも比較的降水量が多い。 

以下の図表は、村内に気象観測地点がないため、近隣地点である那覇市の観測

データを示しており、一年を通した平均気温は 17 度～30 度を推移している。過去

５年間（令和２年(2020)～令和６年（2024））の年平均気温は 23.9度となっている。 

月別の平均降水量をみると、梅雨の時期にあたる５～６月は降水量が多く、過去

５年間（令和２年(2020)～令和６年(2024））の年間平均降水量は2,665ｍｍとなって

いる。なお、沖縄本島では令和５年(2023)９月から令和６年(2024)３月頃まで、県

内のダム貯水率が過去10年間の最低値を下回るなど、近年でも稀にみる渇水状況と

なったことから、該当する期間の降雨量は平年に比べ少雨傾向にあったものと考え

られる。 

 

 

 

  

（気象庁観測データより） 
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■５年間（令和２年

(2020)～令和６

年(2024））の月別

平均気温・月別最

高気温・月別最低

気温の推移 

■５年間（令和２年

(2020)～令和６

年(2024））の月

別平均降水量の

推移 
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17世紀頃 明治41年 昭和21年

中城間切 中城村 中城村

北中城村

明治政府勅令『沖縄県及島嶼

町村制』制度により、それま

での間切区分が廃止され町村

制に移管された

琉球王国時代の行政区分

米軍の占領により交通が遮断

されたことを契機として、沖

縄民政府の認可を得て分村・

北中城村として独立した

２．社会的環境 

（１）市町村の合併・分村経緯 

北中城村は、もともと中城村の北部地域を形成していた。近世琉球国の各村の石

高を集計した『琉 球
りゅうきゅう

国
こく

高
たか

究
きわめ

帳
ちょう

』（崇
すう

禎
てい

８年（1635）成立）によると、17世紀頃は

現在の中城村及び北中城村に加え、普天間や野
の

嵩
だけ

（現・宜野湾市域）、諸
もろ

見
み

里
ざと

（現・

沖縄市域）などの地域を含む27集落から中城間
ま

切
ぎり

が構成されていた。その後、各集

落の移設や併合などを経て、明治41年(1908)に沖縄県
おきなわけん

及
および

島嶼
とうしょ

町
ちょう

村制
そんせい

が施行された

際には、中城村域の12集落と北中城村域の11集落、計23集落から旧中城村が成り立

っていた。 

その間、雍
よう

正
せい

７年(1729)には、中城城跡内に間切を統治する「中城間切番所」が

設置され、沖縄県及島嶼町村制施行時には「中城村役場」へ改称、昭和20年(1945)

の沖縄戦で焼失するまで城跡周辺は長らく行政機能の中心地となっていた。 

戦後は、現在の中城村北西部・久
く

場
ば

集落方面から中城城跡、安
あ

谷
だに

屋
や

集落一帯にか

けて連なるように米軍施設が建設され、村の南北地域間の交通が遮断された状態と

なった。中城村役場も再建不能になるなど、統一的な村行政が困難であるとして分

村案が提起され、南北両地域の代表者の合議の結果、沖縄民政府知事宛てに分村の

申請がなされた。そして、昭和21年(1946)５月20日、沖縄民政府指令第２号により、

旧中城村北部の12行政区をもって分離が認可され、新たに「北中城村」として立村した。 

分村時の行政区のうち、喜舎場
き し ゃ ば

・仲
ちゅん

順
じゅん

・島
しま

袋
ぶく

・比嘉
ひ が

・屋宜
や ぎ

原
ばる

・瑞慶
ず け

覧
らん

・石平
いしひら

・

安谷屋などは米軍用地として集落の一部を接収されており、その大半は現在も駐留

軍用地として提供されている。平成22年（2010）には、上記接収地の一部（比嘉な

ど）に建設されていた米軍の保養施設の返還に伴い、周辺一帯が字ライカムとして

再編・新設され、現在の行政区域は15行政区となっている。 
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（２）土地利用 

北中城村の土地利用を大きく分けると、村域南部の田畑を中心とした地域、村域

中央部の山林が大部分を占める地域、村域北部の住宅用地及び商業用地の三つに区

分される。また、都市計画区域全体では、山林が約 25％と大きな割合を占めている。 

地区別に土地利用をみると、北端に位置する島袋地域は、隣り合う沖縄市の市街

地と連坦し都市的土地利用に特化した地域となっている。 

村域中央部に位置する商

業用地（ライカム地区の一

部）は、元々は駐留軍用地だ

ったゴルフ場跡地が平成 22

年(2010)に返還された地区

で、その後土地区画整理事

業が進み、現在は大型ショ

ッピングモールや医療福祉

施設が立地している。 

熱
あっ

田
た

・和仁屋
わ に や

・渡
と

口
ぐち

地域

は、それぞれ東海岸に面し

た農村集落だが、近年は沿

道型商業施設及び業務施設

の立地が進んでいる。 

村域南部の中城城跡周辺に位置する荻
おぎ

道
どう

・大城地域は、丘陵地の田畑や山林を多

く抱えており、現在も伝統的な農村集落の形態を残している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※土地利用現況図「駐留軍用地」は、構成表の「その他」に含まれる。    （『土地利用現況表』より） 

0.0%

11.1%

24.9%

0.9%

4.3%

15.1%

4.0%0.5%

0.6%

5.3%

10.6%

0.2%

2.9% 13.3%

1.9%

0.1%
0.8% 3.1% 0.3%

0.2%

都市計画区域

田 畑 山林 水面 その他の自然地

住宅用地 商業用地 工業用地 農林漁業施設用地 公益施設用地

道路用地 交通施設用地 公共空地 その他公的施設用地 その他空地①

その他空地② その他空地③ その他空地④ 低未利用地 不明

■土地利用現況図              資料：建設課 

■土地利用の構成比 
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10,944 

12,210 
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15,023 

15,745 15,790 15,951 16,148 
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10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

1975

（S50）
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（H7）
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（H12）
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（H17）
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（H22）

2015

（H27）

2020

（R2）

（人）

（３）人口動態 

本村の人口の推移をみると、令和２年(2020)時点の国勢調査では総人口17,969人

となっており、平成27年(2015)と比較して５年間で1,800人以上増加している。また、

45年前の昭和50年(1975)と比較すると7,000人以上の増加がみられ、この数十年間

で北中城村は緩やかな人口増加傾向にあることがうかがえる。人口増加の要因とし

ては、平成25年(2013)から本村において進められたアワセ土地区画整理事業による

ライカム地域のまちづくりによって、当該地区における人口増が生じた点が挙げら

れる。 

令和５年(2023）推計の国立社会保障・人口問題研究所における将来推計人口によ

ると、本村は今後も緩やかに人口増加し、令和17年(2035)時点でピークに達し、そ

の後緩やかな人口減少に転じるものと見込まれている。 

令和２年(2020)時点の年齢別人口については、年少人口（０～14歳）が16.6％、

生産年齢人口（15～64歳）が59.3％、老年人口（65歳以上）が24.1％となっており、

今後も緩やかな年少人口の減少傾向と急激な老年人口の増加傾向が続くことによ

って、急速に少子高齢化が進展していくものと想定される。 
 

■国勢調査による総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

   

（昭和 50 年～令和２年『国勢調査』） 
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■北中城村将来推計人口（令和５年（2023）推計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢別人口推移（令和５年（2023）推計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（国立社会保障・人口問題研究所公表資料より） 

（国立社会保障・人口問題研究所公表資料より） 
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（４）交通機関 

本村の主要道路として、南北方向に沖縄自動車道、国道 330号、国道 329号が村

域を通過している他、東西方向に県道 22 号線、沖縄環状線（県道 85号線）、沖縄県

総合運動公園線（県道 227号線）、宜野湾北中城線（県道 81号線）、県道 146号線が

整備され、格子状の道路網を形成している。 

二本の国道路線のうち、国道 330号は那覇市、沖縄市などの県内主要都市と本村

を接続しており、もう一方の国道 329号は名護市やうるま市、西原町などの東海岸

沿いに位置する市町村と本村とを接続する広域道路網となっている。 

 

■道路網の状況 

 

 

  

（『北中城村都市計画マスタープラン』より） 

沖縄市方面 

沖縄市 

沖縄市方面 

宜野湾市方面 

中城村方面 

中城村 

宜野湾市 
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（５）産業 

令和２年(2020)国勢調査による本村の産業別就業者の状況は、就業者 6,304人の

うち農林水産業を示す第１次産業が 1.1％（68人）、建設・製造業を示す第２次産業

が 14.6％（921人）、サービス業・卸売業等を示す第三次産業が 78.6％（4,956人）

となっている。 

平成 22 年(2010)調査からの推移をみると、第１次産業・第２次産業ともに年々

就業者数は緩やかな減少傾向にある一方で、第３次産業の就業者数は僅かに増加傾

向を示している。また、村全体の就業者人口も僅かに増加している。 

 

■産業別就業者率（数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（平成 22 年～令和２年『国勢調査』より） 

1.1%（68人）

1.6%（100人）

2.0%（124人）

14.6%

（921人）

15.2%

（950人）

15.7%

（978人）

78.6%（4956人）

75.9%（4740人）

75.4%（4706人）

5.7%

（359人）

7.3%

（459人）

7.0%

（436人）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年

（2020）

平成27年

（2015）

平成22年

（2010）

第1次産業 第2次産業 第3次産業 分類不能

計6,244人

計6,249人

計6,304人
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①第１次産業（農業・漁業） 

令和２年(2020）国勢調査時点での

全体就業者数に占める第１次産業就

業者の割合は 1.1％と最も低く、

年々減少傾向にある。販売を目的と

した農畜産物の作付・飼育状況とし

ては、いも類や工芸農作物（さとう

きび）、野菜類を生育している農業経

営体があるものの、県内他市町村と

比較しても産出量は多くない。 

漁業については、アーサ（あおさ・

ヒトエグサ）を村の名産品として生

育しており、海面養殖の中でも特に

のり類の養殖を行っている漁業経営

体数の比較をみると、沖縄県全体で

最も多く 29経営体にのぼる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

作　　付
経営体数

作付面積
(ha)

ｘ ｘ

ばれいしょ ２ ｘ

かんしょ １ ｘ

豆類
大豆・小豆以外
豆類

３ ０

さとうきび 12 ６

キャベツ ３ ０

レタス ２ ｘ

ねぎ ３ ｘ

たまねぎ １ ｘ

ブロッコリー ２ ｘ

きゅうり １ ｘ

なす １ ｘ

トマト ２ ｘ

その他野菜 ７ ３

その他果樹 ３ ２

切り花類 ６ ｘ

採卵鶏 １ ｘ畜産

稲・麦・雑穀

いも・
豆類

いも類

工芸農作物

野菜

果樹

花き

■販売を目的とした農畜産物の作付・飼養状況 

（2020 年農林業センサスより） 

■県内の「のり類養殖」経営体数 

（2023 年漁業センサスより） 
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②第２次産業（建設・製造業） 

北中城村の第２次産業の状況について、令和４年度沖縄県市町村民所得（令和７

年公表）の総生産割合をみると、村全体の総生産のうち 9.1％を第２次産業が占め

ている。このうち、建設業が 8.4％、製造業及び鉱業が 0.7％となっている。 

また、令和３年度経済センサスによると、村内の第２次産業は建設業が51事業所

（従業者587人）、製造業が19事業所（従業者127人）となっている。製造業の内訳を

みると、事業所数が多いのは、窯業・土石製品製造業、食料品製造業、繊維工業で

あり、いずれも３～５事業所程度の規模となっている。 

 

■産業別総生産割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第２次産業の事業所数・従業員数 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

（令和４年度沖縄県市町村民所得より） 

（令和３年度経済センサスより） 

事業所数
（事業所）

従業員数
（人）

　鉱業 - -

　建設業 51 587

　製造業 19 127

 食料品製造業 4 34

 繊維工業 3 22

 窯業・土石製品製造業 5 6

 金属製品製造業 1 36

 その他 6 29

第１次産業, 0.2%

第２次産業（鉱業）, 0.1%

第２次産業（製造業）, 0.6%

第２次産業

（建設業）, 

8.4%

第３次産業, 91.4%

第１次産業

第２次産業（鉱業）

第２次産業（製造業）

第２次産業（建設業）

第３次産業
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③第３次産業 

平成22年(2010)に米軍保養施設から返還された約48ha もの広大な跡地を活用し

て行われたアワセ土地区画整理事業（平成25年度(2013)～令和元年度(2019)）によ

って、ライカム地区では大型ショッピングモールやヘリポート付き救急病院、体育

館施設等の設置が進められ、県中部圏域全体の活性化に寄与するような経済効果を

もたらしている。令和２年(2020)10月に公開された『北中城村アワセ土地区画整理

事業による経済効果分析報告書』では、平成24年度(2012)から平成28年度(2016)に

かけて村内事業所数・従業員数がともに大幅な伸び率を示している他、村民所得も

増加傾向を示していることが示されている。 

 

  ■土地区画整理事業による事業所数の推移 

大型ショッピ

ングモール 

開店(H27.4) 

救急病院 

移転会員(H28.4) 
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■土地区画整理事業による事業所従業員数の推移 

大型ショッピングモール 

開店(H27.4) 

■土地区画整理事業による市町村民所得の推移 

大型ショッピ

ングモール 

開店(H27.4) 

救急病院 

移転会員(H28.4) 
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（６）観光 

本村では、平成12年(2000)に「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の九つある構

成資産の一つとして世界遺産に登録された中城城跡や、近世の伝統的な住居建築様

式を維持した建造物として重要文化財指定された中村家住宅などが貴重な観光資

源となっている。 

両施設への入込客数の推移をみると、平成30年度(2018)から令和元年度(2019)に

かけては年間13万人以上の観光客が記録されている。令和２年度(2020)においては

新型コロナウイルス感染症の影響により、前年度比の50分の１以下まで入込客数が

減少したものの、次年度以降は緩やかな回復傾向を示している。 

近年では、中城城跡の自然豊かな眺望や中村家住宅の伝統的な家屋の雰囲気を活

用した村民・県民向けイベント、ツアー等も実施されていることから、今後のイン

バウンド需要の回復とも連携させながら、さらなる誘客を図る取り組みが求められ

ている。 

 

 

   

■中城城跡・中村家住宅への観光入込客数（合算値）の推移 

（第２次北中城村観光振興基本計画より） 
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３．歴史的環境 

（１）歴史 

１）先史・原史時代 

①縄文時代 

北中城村内の代表的な縄文時代の遺跡として、史跡荻
おぎ

堂
どう

貝塚がある。村南部の荻
おぎ

道
どう

（遺跡発見当時の旧表記は荻堂）集落北側、標高約 140ｍの石灰岩丘陵の崖下に

形成された約 3,000～3,500年前の遺跡で、明治 37年(1904)に東京帝国大学の鳥
とり

居
い

龍
りゅう

蔵
ぞう

が発見し、大正８年(1919)に同大学の松
まつ

村
むら

瞭
あきら

によって発掘調査が実施された。

出土した土器は「荻堂式土器」として型式設定されており、縄文時代後期に位置づ

けられている。 

 
 

この他の出土遺物として、石器や貝器、骨製装飾品、魚類・イノシシ・イヌ・ジ

ュゴンなどの骨が確認されている。遺跡の本体（当時のヒトの住居跡など）は、豊

富な湧水が点在する石灰岩丘陵上に存在していたものと考えられる。 

この他に村内には同時期の遺跡として 仲
ちゅん

順
じゅん

原
ばる

貝塚や、縄文時代晩期のものとみ

られる荻道遺跡が確認されている。 

 

  

■復元された荻堂式土器 

（「琉球荻堂貝塚」より転載） 

■遠景 中央部右側の崖下緑地帯が荻堂貝塚 

■近景 荻道遺跡 ■遠景 荻道遺跡 
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②弥生～平安並行時代 

弥生～平安並行時代とは、沖縄諸島が依然

として原史社会の段階であった紀元前３世

紀頃から 10～12 世紀頃までの時代を指す。

日本本土の時代区分としては、弥生時代から

原史時代を経て、古代国家が成立・発展、そ

して衰退していく時代に相当する。 

同時代に位置づけられる本村の遺跡とし

て、村北西部の渡
と

口
ぐち

集落の渡口洞穴遺跡があ

る。奥行数メートルの洞穴からは、前庭部分

に弥生～平安並行時代末期のものと考えられる無文の土器片や貝殻などの遺物が

採集された。 

 

③グスク時代 

グスク時代とは、グスクと称する城塞的遺構を象徴して名付けられた考古学上の

編年区分である。おおよそ 12世紀頃から 16世紀初頭までを指し、日本本土の時代

区分では平安時代末から室町時代、安土桃山時代に相当する。琉球史の時代区分で

は、概ね古琉球時代の前半期に相当するものとみられ、狩猟や漁労などの採集経済

から、鉄器の導入などを伴った農耕中心の生産経済へと移行した時代である。按司

と呼ばれる地方領主の出現やグスクの築城、対外貿易の開始など、国家の形成へと

向かう階級社会の段階にあり、琉球史全体において重要な画期となった時代といえ

る。北中城村において、同時代に位置づけられる遺跡は十六か所確認されている。 

 

  

■渡口洞穴遺跡入口と前庭部分 

ヒニグスク 

安谷屋グスク 

中城城跡 

大城グスク …グスク時代の遺跡 
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安
あ

谷
だに

屋
や

グスクは、村南西部の安谷屋集

落の標高110メートル程の丘陵上に築か

れており、一部で石積みが確認されてい

る他、陶磁器やグスク土器が採集されて

いる。 

右写真中央の若松
わかまつ

遺跡は、安谷屋グスク

と関連するとみられるグスク時代の集落

跡である。昭和 62 年(1987)から平成元年

(1989）にかけて公園整備に伴う発掘調査

が実施されており、グスク土器や石器、

中国産陶磁器、金属製品、鉄
てっ

滓
さい

などのグスク時代～近世にかけての遺物のほか、建

物の柱穴が多数検出されている。なお、遺跡との関係性は判然としないが、公園敷

地南側の発掘調査において石畳道の存在が明らかになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■若松遺跡から出土した陶磁器等 

グスク土器 

青磁細連弁文碗（15c 後半～16c 前半）  

青磁雷文帯碗（14ｃ後半～15ｃ前半） 

染付皿（14ｃ後半～15ｃ前半） 

金属製品（鏡方垂飾） 金属製品（刀の切羽） 

■遠景 安谷屋グスク・若松遺跡・中城若松の墓 

中城若松の墓 
若松遺跡 

安谷屋グスク 
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また、遠景写真（27ページ）左側の丘陵には、組
くみ

踊
おどり

『 執
しゅう

心
しん

鐘
かね

入
いり

』の登場人物の

モチーフとされる中
なか

城
ぐすく

若
わか

松
まつ

の墓が所在している。中城若松は、第二尚氏初代国王の

尚
しょう

円
えん

王の子供と伝えられており、尚円王が即位した成
せい

化
か

４年(1468）以降に安谷屋

グスクの最後の城主となったと伝えられている。 

 

出土した遺物から14世紀頃の遺跡とされる

のが、村南部の大
おお

城
ぐすく

～荻道集落にまたがって

広がるイーヌムイという丘陵上に位置する大

城グスクである。グスク内部には祭祀の際に

拝される大
おお

城
ぐすく

御
う

嶽
たき

があり、大城集落の聖域と

なっている。フェンサ上層式土器や青磁、石器

片などが採取されている。首里王府の英
えい

祖
そ

王

統初代国王である英祖王の第三王子・中城王

子の居城であったという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正確な築城年代は不詳だが、14世紀頃に先
さち

中
なか

城
ぐすく

按
あ

司
じ

によって築かれたとされて

いるのが世界遺産中城城跡である。標高約160mの石灰岩丘陵上に位置する六つの郭

からなる連郭式の山城で、北中城村から中城村にまたがって所在している。 

15世紀頃、勢力を拡大していた勝
かつ

連
れん

グスク城主・阿
あ

麻
ま

和
わ

利
り

を牽
けん

制
せい

するため、時の

中
ちゅう

山
ざん

王
おう

・尚
しょう

泰
たい

久
きゅう

が読
ゆん

谷
たん

山
ざ

按司
あ じ

・護
ご

佐
さ

丸
まる

を座
ざ

喜
き

味
み

グスクから中城
なかぐすく

グスクへ配した

と伝えられる。三の郭と北の郭は他の城郭と石積みの技法が異なることから、護佐

丸によって増築されたものと考えられている。 

伝承によると、阿麻和利は勢力拡大の野心を抱いていたが、護佐丸が守りを固め

ていたことから兵を挙げることができず、一計を案じて尚泰久へ“護佐丸が謀
む

反
ほん

を

■中城城跡 遠景 ■中城城跡 二の郭 

■大城グスク遠景、中央緑地部 
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企んでいる”旨を讒
ざん

訴
そ

する。王が阿麻和利に命じて護佐丸へ軍勢を差し向け、城を

取り囲んだが、王の軍に逆らうことは出来ないと護佐丸は自害した。その後、阿麻

和利は尚
しょう

泰
たい

久
きゅう

を攻略しようと企てたが、事前にその動きを見破られて滅ぼされた。

この一連の事件は、「護佐丸・阿麻和利の乱」として現在も伝えられており、18世紀

頃には玉
たま

城
ぐすく

朝
ちょう

薫
くん

によってこの伝承を題材にした組踊『二
に

童
どう

敵
てき

討
うち

』も創作された。 

この時代に各地で集落が形成され、社会の発達とともに集落と集落を結ぶ道やグ

スクとグスク、グスクとムラを結ぶ道ができ始めたと考えられている。また、複数

の集落が集まり「間
ま

切
ぎり

」という行政区分が編成されたとされているが、その起源に

ついて詳しいことは分かっていない。間切には、現代でいう行政機能を担う間切番

所が設置された。首里王府の命によって編集された地誌『 琉
りゅう

球
きゅう

国
こく

旧
きゅう

記
き

』（以下「旧

記」）（雍正９年(1731)成立）によると、首里王府からの公文書を各間切に届けるこ

とを宿
しゅく

次
つぎ

といい、宿次の中継点である間切番所は「駅」として記載されている。首

里城を起点として各間切番所をつなぐ街道は 宿
しゅく

道
みち

として形成され、陸上交通の主

要な道路となっていった。中城間切を通過する宿道は中
なか

頭
がみ

方
ほう

東
とう

海
かい

道
どう

（首里
し ゅ り

→西
にし

原
はら

→

宜
ぎ

野
の

湾
わん

→中城
なかぐすく

→具
ぐ

志
し

川
かわ

→勝連
かつれん

）のルート上にある。 

なお、明治14年(1881)に、中城番所（中城城跡）から大城集落、荻道集落、安谷

屋集落を経て越
ごえ

来
く

へ至る集落の道を巡察した県令・上
うえ

杉
すぎ

茂
もち

憲
のり

の巡回日誌には、「午前

九時番所ニ帰ル。須臾ニシテ、中城ヲ発ス。路右ニ折ル。青松ノ間ニ入リ、坂ヲ下

ル。坂尽キテ蔗圃蕉園多シ。将ニ大城村ニ入ラントス。村吏二名、礼服ノ袖ヲ纈シ、

路傍ニ拝迎ス。村間ヲ貫キ過キ、安国（谷カ）屋村ニ入ル。村落皆蠣石ヲ以テ畳成

ス。」（『北中城村史 第七巻 文献資料編 』（平成24年(2012)）とあり、安谷屋集落の

道が石畳道であったことがうかがえる。現存する若松遺跡内の石畳道との関連性は

不明だが、番所と番所をつなぐ宿道として整備されたものではないかともいわれて

いる。 
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２）近世（1609年～1879年） 

近世初期、万
ばん

暦
れき

37年(1609)に薩摩藩が琉球入りしたことにより（琉球侵攻）、琉球

王国は薩摩藩の支配下に置かれることとなった。薩摩藩は臨時的な奉行の設置・派

遣を行い、琉球王国の政治・外交に対する監視は明治５年(1872)まで続いた。 

この時代、北中城村は中城間切の一部を形成していた。中城間切は、第二尚氏第

４代国王尚
しょう

清
せい

が王子の頃に拝
はい

領
りょう

し、以降王府の世
せい

子
し

領
りょう

（後に王位に就く王子の領

地）とされていた。18 世紀後半の製作とみられる『間切集成図』では、当時の中城

間切の範囲や番所、村々の位置などをうかがうことができる。 

 

万暦 39年(1611）、雍
よう

正
せい

７年(1729)に

中城城跡内に間切番所が建てられた。

その後、明治 41年(1908)には村役場と

名称を改め、沖縄戦で焼失するまで使

用された。 

 

  

■中城城跡内に設置された中城間切番所 
（『北中城村村勢要覧』より） 

■「間切集成図」 
（沖縄県立博物館・美術館蔵） 
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咸
かん

豊
ぽう

２年(1853)には、沖縄を訪れたペ

リーが派遣した探検隊が那覇の港から首

里を経て、中城城跡等を調査しており、そ

の記録の中で「要塞の資材は石灰岩で、そ

の石造建築は賞賛すべき構造のものであ

った」などと記している。随行した絵師ハ

イネが描いた精密なスケッチは、後に中

城城跡を修復する際の参考資料となっ

た。 

 

 

また、重要文化財中村家住宅について

は、正式な建築年代は不明であるが、19世

紀初め頃には、首里にあった士族の屋敷を

村南部の大城集落に移築したと伝わって

いる。 

中村家は、大城安里と称される豪農で、

地頭代（現在でいう村長のような役職）を

輩出する家柄にあり、伝承では先祖は護佐

丸の師匠として中城へ移ってきたとされ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

■中城城跡を測量するペリー提督の探検隊 
（西の郭内から正門付近をながめた風景／ 

中城村教育委員会所蔵） 

■中村家住宅 
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３）近代（19世紀末～20世紀中頃） 

19世紀末の日本の明治維新を経て、明治12年(1879)には琉球王国が解体され、沖

縄県が設置された（廃琉置県）。時代は近代社会に向かうこととなる。明治41年

(1908)には、「沖縄県及島嶼町村制」が施行され、間切・島が町・村に、村が字にな

り、間切長が村長に、村頭が区長に改称された。同年、中城間切も中城村に改めら

れ、村長、収入役、書記の要職が知事または郡長から任命された。 

 

本村の農業生産の状況は、17世紀

中頃の石高記録においては田が約

70％、畑が約30％、基幹作物はイネで

あったが、17世紀後半には換金作物

となる甘蔗（サトウキビ）の普及によ

り畑作が広がりはじめ、明治36年

（1904）の村内の総反別、田畑の状況

において全ての集落で畑が田の反数

を上回り、この頃には既に稲作から

畑作に移行していることがうかがえ

る。明治末から昭和初期にかけてサトウキビの作付面積も増加し、昭和10年(1935)

の喜
き

順
じゅん

製糖工場を皮切りに、昭和14年(1939)に和
わ

仁
に

屋
や

の共同製糖工場、島
しま

袋
ぶく

の製糖

工場など、発動機による製糖工場が村内に次々と建設された。 

 

また、本村は移民の多かった地域

としても記録を残している。明治32

年(1899)に県内から最初の移民が送

り出されると、村からも明治36年

(1903)に最初の移民が送り出され、

貧しさからの脱却を目的に多くの村

民がハワイ、ペルー、ブラジル、アル

ゼンチン、フィリピンなど国外へ渡

った。県の「沖縄県保安課調査（昭和

５年(1930)）」によると、県人海外移

民数32,373名のうち、中城村は3,052

名となっており、県内で最も移民数が多かった。村内には、当時の移民船を見送っ

たとされる場所や、見送りの際にハーメーチヂン(小太鼓)を打鳴らしながら、「だん

じゅかりゆし」の歌を唄って航海安全を祈願したとされる言い伝えも多く残ってい

る。 

 

■島袋の共同製糖場（昭和 14 年） 

■北中城村喜舎場・仲順・瑞慶覧出身のブラジル・
サンパウロ移民 
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この間、日本本土との関係性の中で、沖縄は国防のための軍事力強化を強いられ

ることとなる。明治政府は明治12年(1879)の廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

後、沖縄県へ軍事視察を行い、

沖縄県が地理的にも国防軍事上、重要な位置にあることを確認した。中城湾が日本

海軍の軍港に指定されたのは明治28年(1895)の日清戦争終結の頃だが、それ以来、

中城湾には日本艦隊の出没が繰り返され、昭和初期には大艦隊の碇
てい

泊
はく

も見られたと

いう。 

日本は日清戦争以降、中国から得た賠償に対する三国干渉を受けて日露戦争（明

治37～38年(1904-1905)）の開戦、中国への進出を主張する軍部の独断による満州事

変（昭和６～８年(1931-1933））の拡大、世界情勢の変化による米欧諸国との対立を

経て、太平洋戦争（昭和16～20年(1941-1945））の開戦へと進んでいく。戦況が悪化

する中、昭和20年(1945)には日本本土への直接的攻撃として沖縄戦が始まった。中

城一帯を東端とする中頭の中部地域を皮切りに、民間人を含む多くの犠牲者を生み

出した激しい地上戦が展開された。 
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４）現代（20世紀中盤以降） 

①第二次世界大戦後～祖国復帰まで（1945～1972年） 

昭和 20年(1945)３月 26日に米軍の上陸部隊が慶良間諸島に上陸し、沖縄におけ

る地上戦が開始された。４月１日、米軍が沖縄本島中部の西海岸に上陸すると、北

中城地域まで破竹の勢いで進攻した。４月４日から５日頃には、北中城地域の全域

が占領地域となった。４月４日には島袋に収容所が開設され、周辺地域で保護され

た住民が次々に収容された。 

同年の戦争終結後、各収容所に収容されていた住民は順次開放され、各集落へ帰

村を果たしたが、瑞
ず

慶
け

覧
らん

など一部集落では戦後 70年以上が経過した現在でも、元々

の土地が米軍基地として接収されたままとなっている。 

 

戦後は久
く

場
ば

崎
さき

（現中城村）から安谷屋

（現北中城村）にかけて米軍施設が設置

されたことにより、旧中城村域内で南北

の交通が遮断され、従来の行政区域での

行政施行が困難な状況となった。そこ

で、沖縄民政府への申請・認可を経て、

旧中城村域の北部地域が分村し、昭和21

年(1946)５月より北中城村としての村

行政がスタートした。戦後最初の村役場は、村中央部の仲
ちゅん

順
じゅん

集落にあった大
だい

順
じゅん

堂
どう

醫
い

院
いん

の敷地の一部が活用された。その後、昭和23年(1948)に喜
き

舎
しゃ

場
ば

に移転し、現在

まで村役場が置かれている。なお、戦前まで役場が置かれていた中城城跡（役場施

設は戦火で焼失）では、戦後に沖縄民政府により公園指定が進められ、昭和25年

(1950)に中城公園として開園された。 

その他、教育機関に関しては、戦前まで喜舎場集落にあった喜舎場国民学校が戦

火で焼失したため、昭和20年(1945)に安谷屋集落において安谷屋初等学校が新しく

開校された。昭和21年(1946)には名称を喜舎場分校に改めたものの、その後の移転

や改称を経て、昭和27年(1952)には北中城小学校へと改称し、昭和29年(1954）に現

在の小学校がある喜舎場集落敷地へと移転した。また、北中城中学校は昭和23年

(1948)に創設された。 

戦後復興が進む一方で、引き続き沖縄に駐留していた米軍は朝鮮戦争やベトナム

戦争の影響により基地を強化しており、軍人軍属の増加による住宅建設が基地外で

も進むことになった。いわゆる外国人住宅と呼ばれるコンクリート造の平屋住宅で

あり、昭和25年(1950)～昭和45年(1970)代にかけて建設が進み、昭和47年(1972)の

沖縄復帰後は民間にも貸し出されるようになった。村内ではキャンプ瑞慶覧が立地

しており、それに伴って、安谷屋、島袋、瑞慶覧に外国人住宅地が建設された。築

50年を経過した現在でも住宅やカフェとして、手を加えられながら利用されている。 

■北中城村役場が置かれた大順堂醫院 
 



34 

②祖国復帰以降（1972年～） 

昭和 47年(1972)５月 15日、沖縄県の日本本土復帰に伴い、施政権が米国から日

本へ返還された。中城城跡や中村家住宅、荻堂貝塚は、復帰と同時に日本国の法律

により史跡、重要文化財に指定された。 

復帰後は昭和 58 年（1983）に中央公民館、平成２年（1990）に総合福祉センター、

平成３年（1991）に若松公園、平成 14年（2002）にしおさい公苑、平成 20年（2008）

にあやかりの杜（村立図書館等）、平成 27 年(2015)に大型ショッピングセンター（軍

用地跡地利用）などの主要な公共施設等の整備が進むとともに、北中城まつりや「わ

かてだを見る集い」等のイベントを通じて、民俗芸能の保存継承、中城城跡の活用

等に取り組んでいる。 
 

 

平成６年(1994)には、中城城跡に近接する荻道、大城集落を対象に歴史的景観の

保全修景等を図るため「古城周辺歴史的景観整備事業」に着手し、官民協働で計画

作成や設計を行い、両集落内の湧水（大城アガリヌカー、荻道ヒージャーガー等）

や兄弟広場等の景観整備を取り組んだ。この事業を契機に両集落では、住民がそれ

までの旧暦行事や伝統芸能に加え、地域づくりにも積極的に参加するようになり、

平成11年(1999)には「古城周辺景観協定」（紳士協定）を結ぶとともに大城花咲爺会

なども発足し、集落美化に取り組んでいる。平成16年(2004)には、世界遺産中城城

跡と両集落を結ぶ道筋が「美しい日本の歩きたくなる道500選」に、平成20年（2008）

には荻道・大城の10箇所の湧水が「平成の名水百選」に選定された。 

また、平成４年(1992)には公有化事業により中城城跡の管理が北中城村と中城村

に移管され、平成６年(1994)に両村による中城城跡の維持管理のための組織となる

「中城城跡共同管理協議会」が設立された。平成９年(1997)には、北中城村と中城

村の両村にまたがる中城城跡を含む一帯の地域97.8haが都市公園（広域公園）に指

定され、同年から一部供用開始となり、現在も整備が行われている。さらに、平成

12年(2000)には、中城城跡が「琉球王国グスク及び関連遺産群」の構成資産の一つ

として、首里城跡や勝連城跡などとともに世界遺産に登録された。大城・荻道集落

の一部は、中城城跡の緩衝地帯（バッファゾーン）として設定され、資産及びその

周辺の歴史的景観を保全するための区域に位置づけられている。  

■あやかりの杜 ■中城城跡でのイベント時に実施された伝統芸能 
（協力：中城城跡共同管理協議会） 

http://localhost/
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（２）関わりのある人物 

①喜
き

舎
しゃ

場
ば

公
こう

（生没年不詳）  

喜舎場公は、喜舎場村の創建者といわれ

る。『球陽』(乾
けん

隆
りゅう

10年(1745))の外巻『遺老

説伝』に、「往昔、喜舎場公ナル者有リ、此

ノ村ヲ創建ス。因リテ喜舎場村卜名ヅク。是

レ故ニ今ニ至ルマデ毎年二月、村長皆其ノ

墓ヲ祭ル。墓ハ本村後岩ニ在リ」（原漢文）

と記されている。喜舎場公は、仲
ちゅん

順
じゅん

大
ウフ

主
スー

と

同時代の人ともいわれているが､定かでは

ない。喜舎場公の墓は喜舎場公園の後方、丘陵傾斜面の中腹にあり、字
あざ

シーミーや

喜舎場公例祭の際に拝する場所となっている。 

 

②義
ぎ

本
ほん

王
おう

（1206年～没年不詳） 

舜
しゅん

天
てん

王統３代目の王と伝えられる人物。

在位 11年 ( 淳
じゅん

祐
ゆう

９年 (1249)～開慶
かいけい

元年

(1259））。 舜
しゅん

馬
ば

順
じゅん

熙
き

が父で、舜天の孫にあ

たる。 淳
じゅん

祐
ゆう

９年(1249)に即位したが、国中

に飢饉や疫病がはやり、人民の半数が死ん

だ。英祖なる人物に国政をとらせたところ、

災いがおさまった。開慶元年(1259）、英祖に

位を譲るために隠れ、その後の消息は不明、

と『中山
ちゅうざん

世
せい

譜
ふ

』は伝える。その墓と伝えられるものが、北中城村仲順、国頭村
くにがみそん

辺
へ

戸
ど

など数か所に存在している。伝承では、王位を退いた義本は各地を流転した後、仲

順大主のもとに身を寄せ、同地で没した。義本は王妃御墓に葬られ、その後、義本

の子孫らが舜天と舜馬順熙の遺骨を元の墓所からナスの御嶽に移葬したという。 

 

③仲
ちゅん

順
じゅん

大
ウフ

主
スー

（生没年不詳）13世紀初め頃 

仲順が村建てされた頃の統治者である。仲

順大主には、開慶元年(1259)に英祖に王位を

譲り、放浪していた義本王を匿ったという伝

承があることから、13世紀中葉の人物だと考

えられる。仲順大主とその息子たちが登場す

る『仲
ちゅん

順
じゅん

流
なが

り』は、親孝行を主題とした短

■喜舎場公の墓 

■ナスの御嶽 

■仲順大主之墓 
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編劇である。その仲順大主にまつわる伝承が念仏歌となり、それがエイサーの歌と

なって各地に定着していき、現在では代表的な曲の一つとなっている。仲順大主の

墓は仲順原にあり、字
あざ

シーミーや仲順大主例祭の際に拝する場所となっている。 

 

④護
ご

佐
さ

丸
まる

（生年不詳～1458 年）  

15世紀中葉の中城按司。永楽
えいらく

14年(1416)の

第一尚氏 尚
しょう

巴
は

志
し

の北山
ほくざん

征伐に従軍し、今
な

帰
き

仁
じん

城
ぐすく

を攻落。初代の北山監守として今帰仁

城に駐屯した。その後、座喜味城や中城城を

築いたことにより名築城家とされた。天
てん

順
じゅん

２年(1458)に勝連城主阿麻和利に謀られ、自

刃して果てたといわれている。組踊『二童敵

討』のモチーフになった人物。 

 
 

⑤大
う ふ

城
ぐしく

賢
け ん

勇
ゆ う

（生没年不詳）15世紀頃） 

尚泰久王に仕えた武将。『球陽』に「其の人

となりや、忠義剛直にして武勇無比、骨格人

と異なり、勢狼虎の如し。是れに由りて当時

の人、鬼大城と呼ぶ」とある。天順２年

(1458）、勝連城主阿麻和利討伐にあたって首

里王府軍の総大将となり、攻め滅ぼして大功

をたてた。これにより、大城は越来・具志川

両間切の地頭となり、百
もも

度
と

踏
ふみ

揚
あがり

を妻にした。

第二尚氏王統によって誅殺されたといわれ、その墓は知
ち

花
ばな

グスクの中腹にある。 

 

⑥中
なか

城
ぐすく

若
わか

松
まつ

（生没年不詳）15世紀頃） 

安谷屋の若松ともいう。組踊『執心鐘入』

の登場人物のモチーフになった人物で、第二

尚氏尚円王と安谷屋ノロとの間に生まれた子

ともいわれる。安谷屋城主となり、のちに首

里に上がり、上
うえ

間
ま

村
むら

の地頭職につき、「章
しょう

氏
し

」

の始祖になったといわれる。現在の若松公園

内に墓や屋敷の火
ひ

の神
かん

跡が所在する。 

  

■中城城跡 

■鬼大城の墓（出典：沖縄市 HP） 

■中城若松の墓 
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⑦玉
たま

城
ぐすく

朝
ちょう

薫
くん

（1684～1734 年） 

組踊の創始者。古典女踊の創作者とも

いわれる。組踊は、康
こう

熙
き

57年(1718)に創

作され、翌年の冊
さっ

封
ぽう

使
し

歓待の重
ちょう

陽
よう

の宴
えん

で

はじめて上演された。『二童敵討』、『執心

鐘入』、『女
おんな

物
もの

狂
ぐる

い』、『孝行
こうこう

の巻
まき

』、『銘
め

苅
かる

子
し

』が＜朝勲の五番＞と称されている。 

 

⑧ペリー（1794～1858年） 

Mathew Galbraith Perry 米国海軍軍人。19世

紀頃、日米和親条約と琉米修好条約の締結者。日本

開国交渉のために米国東インド艦隊をひきいて日

本に遠征し、その遠征中にペリーは那覇に５度寄港

滞在した。咸
かん

豊
ぽう

３(嘉
か

永
えい

６)年(1853)の寄港の際に

は、探検隊を編成して沖縄本島内の調査を命じた。

その際、同探検隊は中城城跡を訪れて調査を行い、

測量図やグスクを描いた風景画を残している。 

 
 
 

⑨鳥居
と り い

龍蔵
りゅうぞう

（1870～1953 年） 

明治37年(1904)に荻堂貝塚を発見した人類学者・

考古学者。徳島県出身。 

考古学、地質学、古生物学、言語学などを修め、東

京帝国大学助教授、上智大学教授などを歴任。北は千

島、カラフト、シベリア、南は東アジア地域、沖縄、台

湾、中国南西部山間地帯にいたる地域を調査し、多く

の研究実績を残した。明治27年(1894)に「琉球ニ於ケ

ル石器時代ノ遺跡」という論文で八重山出土の石器

を紹介しているが、実際に沖縄に調査に来たのは明

治37年(1904)である。鳥居は、沖縄本島・八重山諸島

の調査成果に基づいて考察し、北の沖縄諸島と南の

八重山諸島とでは文化内容に違いがあることを指摘

した。沖縄本島の土器に関しては、日本本土の系統で

あるとし（アイヌ式土器）、沖縄の先住民についても言

語や体質のうえから、アイヌ的で本土と同一である

とした。 

■マシュー・ペリー 
（ 出 典 ： The Metropolitan 
Museum of Art,Open Access 
Collection など） 

■鳥居龍蔵 

■執心鐘入（北中城まつりでの上演） 
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⑩松
まつ

村
むら

瞭
あきら

（1880～1936 年） 

大正８年(1919)に人類学上の調査で来島した際、

鳥居龍蔵が発見した荻堂貝塚の発掘調査を行った形

質人類学者。考古学にも造詣が深い。東京都出身。

東京大学理学部人類学選科を修了。 

荻堂貝塚の発掘調査は、沖縄において初めて考古

学本来の領域において進められた調査として学史上

高く評価され、その後の発展に大きな役割を果たし

た。当時、考古学の分野では無視されがちだった自

然遺物にも目を向け、海産貝のほか陸産マイマイも

多量検出されたことに注目し、後者も重要な食糧資

源の一つであったと考察した。また、土器の研究は

精緻で、荻堂貝塚の45種の土器文様を５種類にまと

めた。 

松村は荻堂貝塚の発掘調査を報告書にまとめ、そ

の中で、沖縄の石器時代人は日本をその起源地とし、しだいに「押サレ押サレテ」

沖縄に至り、独自の個性をもつようになったという卓見を表明している。 

  

■松村博士の調査によって報告
された土器 

『琉球荻堂貝塚』（（昭和 58 年）
1983） 
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４．文化財等の分布状況 

本村には令和７年(2025)５月現在、３件の国指定文化財と２件の県指定文化財、15

件の村指定文化財が現存している。また、記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文

化財、いわゆる国の記録選択にあげられている「沖縄の綱引き」は、本村でも複数の

集落で行われており、後世に継承すべき重要な民俗文化財といえる。  

 
■文化財種別件数表 

 国指定 沖縄県指定 北中城村指定 

有形文化財 

建造物 １   

工芸品  １  

歴史資料   １ 

民俗文化財 
有形の民俗文化財  １ ５ 

無形の民俗文化財   ４ 

記念物 遺跡 ２  ５ 

合計 ３ ２ 15 

 

 

 

 

 

 

 

  

■指定文化財分布図 
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（１）国指定等文化財 

中村家住宅（重要文化財・建造物） 

中村家は、俗に大
ウフ

城
グスク

安
ア

里
サトゥ

と称し、地頭代(役職

名)を務めたこともある豪農の家柄である。建物は

約250年前に首里にあった士族の家を移築したと

伝えられる。屋敷は、南面する傾斜面を切り開き、

主屋
ウ フ ヤ

、あさぎ（離れ座敷）、籾倉
もみぐら

、前
メー

の
ヌ

屋
ヤ

 (畜舎)、

フール（豚舎兼便所）を配置している。東、南、西

を石垣で囲み、南側と東側は防風林として福木を

植えてある。建物の木材はすべてチャーギ(イヌマキ)、イーク(モッコク)を使い、

屋根は本瓦葺き、漆喰塗りで、母屋の上に魔除けの獅子がある。建築当時は、地方

において瓦葺きは禁制であったので竹茅葺きであった。 

 

荻堂貝塚（史跡） 

荻道集落の北側の琉球石灰岩丘陵崖下に形成さ

れた3,000年～3,500年前の貝塚である。この貝塚は

明治37年(1904)に鳥
とり

居
い

龍
りゅう

蔵
ぞう

氏が発見し、その後大

正８年(1919)に松
まつ

村
むら

瞭
あきら

氏によって発掘調査が行わ

れている。調査の結果、３枚の堆積層から土器、石

器、貝殻、イノシシの骨などが発見されている。土

器は「荻堂式土器」と型式設定されている。昭和47

年(1972)５月15日に国の史跡に指定された。 

 

中城城跡（史跡） 

中城グスクは、中城村と北中城村にまたがる標

高約160ｍの石灰岩丘陵地に築かれた６つの郭か

らなる山城
やまじろ

である。中城グスクの名が出てくる最

も古い文献は、朝鮮王の命により申
しん

叔
しゅく

舟
しゅう

が著し

た『海東諸国記』(成化７年(1471))で、その中の「琉

球国図」に「中具足城」と記されている。築城年代

は不明であるが、創建は先中城按司で、後に首里王

府によりこの地に移封
い ほ う

された護佐丸が三の郭・北の郭を増築したといわれている。

本グスクは城壁の石積みに特色があり、一の郭・二の郭・西の郭・南の郭には野面

積みと布積み、三の郭・北の郭にはあいかた積みが用いられている。この石積み技
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法の違いは、築城の時期差によるものと考えられている。堅牢な城壁や美しいアー

チ門などからグスク築城史上屈指の名城といわれ、県内のグスクのなかでも往時の

姿を最もよく残している。平成12年(2000)12月、「琉球王国のグスク及び関連遺産群」

の九つある構成資産の一つとして世界遺産に登録された。 

 

 

（２）県指定文化財 

三線与那型（有形文化財・工芸品） 

与那型は与
ユ

那
ナ

城
グシク

型の通称で、三線の七つ

の型の一つである。名工・与那城が創作した

ことからこの名称がつけられている。この三

線の特徴は、 野
とぅーい

が糸
ちる

蔵
だまい

の端まで一直線で、

天
ちら

は糸蔵の先から曲がり、 範
からくい

の穴は表面よ

り裏面に近い位置に開けられているところに

ある。同じ時期に創案された真壁型と比べ、

棹はより太く、糸蔵が長く、鳩
うとぅ

胸
ちから

が大きい。

心
ちーがたむち

には「衡向栄」と朱書きされている。 

 

渡口のテラ※1（有形民俗文化財） 

渡口交差点の北東側、約130ｍの平坦地にある南向

きの石造建築物。テラの構造は、桁・梁とも約3.4ｍ、

高さ1.35ｍの方形造りで、石灰岩の屋根の頂上には

宝珠
ほうじゅ

がある。壁は大方切石の布積みで、側面と背面に

部分的に野
の

面
づら

積
づ

みが認められる。前面入口部分の天井

は、一枚の琉球石灰岩で、他の天井材は第三紀砂岩で

ある。中には高さ50～80cm程度の砂岩(ニービヌフニ)が四個あり、他に小石がいく

つかある。これらの石は、ビジュル、ボージャーブトゥチ(赤子の仏)、クヮンマガ

ハンジュウヌカミ(子孫繁栄の神)などと呼ばれている。一般に子宝に恵まれない婦

人が、子を授
さず

かるように祈っている。『琉球国由来記』(康熙52年(1713))に「往
オウ

昔
ジャク

、

渡口村高
タカ

時
トキ

ト申
モウス

者、霊石ヲ権現
ゴンゲン

ト 崇
アガメ

、宮
ミヤ

建
コン

立
リュウ

仕
ツカマツリ

タル由
ヨシ

、伝アリ」とあり、権

現信仰の受け入れと変遷を知るうえで貴重な拝所である。 

地元では「和仁屋間
ワ ナ マ

のテラ」の呼称が一般的であるが、渡口地区に所在するため、

「渡口のテラ」として昭和56年(1981)２月９日に県の有形民俗文化財に指定された。   

 

※1 テラ：一般的に、神の鎮座する場所を指す用語 

■資料：個人所蔵/画像提供： 
沖縄県立博物館・美術館 
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（３）村指定文化財 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島袋のろ殿内資料（有形文化財・歴史資料） 

島
しま

袋
ぶく

のヌンドゥンチに保管されていた、ノロの祭祀活動等にかかわる資料群。勾玉
まがたま

や丸櫃
まるびつ

、ノロの辞令書を含む古文書、衣裳など約 60件が確認されている。令和２年

(2020)４月 15日に村の有形文化財に指定された。 

 

渡口の梵
ぼん

字
じ

の碑（アビラウンケン）（有形民俗文化財） 

渡口の殿のある丘陵の東崖下に東向きに建ってい

る。古代インドの文語を梵語（サンスクリット）と

いい、その梵語を記する文字が梵字である。碑は、

高さ104cm、幅55cm、厚さ13cmの細粒砂岩（方言名：

ニービヌフニ）を利用している。アビラウンケンは、

胎蔵界
たいぞうかい

大日如来
だいにちにょらい

の真言
しんごん

の意で、宇宙の生成要素の地、

水、火、風、空（空間）を表し、梵字五文字に一切
いっさい

の万
ばん

象
しょう

を網
もう

羅
ら

（のこらず取り入

■北中城村指定文化財一覧 

名称 所在
所有者

保持・保存団体等
指定年月日

 島袋のろ殿内資料
 字仲順435
（北中城村中央公民館内）

 北中城村教育委員会 令和２年４月15日

 喜舎場の石獅子  字喜舎場上原192  喜舎場区 平成７年６月16日

 渡口の梵字の碑
（アビラウンケン）

 字渡口渡口原７  渡口区 平成９年10月１日

 根所火の神  字安谷屋126  安谷屋区 平成14年12月12日

 龕屋  字喜舎場西原763  喜舎場区 平成７年６月16日

 荻道のヒージャーガー  字荻道26番地  荻道区 平成22年３月16日

 南島（フェーヌシマ）
 字熱田68－１
（熱田公民館内）

 熱田南島保存会 昭和55年２月９日

 棒術
 字喜舎場75
（喜舎場公民館内）

 字喜舎場民俗芸能保存会 昭和57年３月18日

 獅子舞
 字喜舎場75
（喜舎場公民館内）

 字喜舎場民俗芸能保存会 昭和57年３月18日

 赤木名節
 字島袋102
（島袋公民館内）

 字島袋民俗芸能保存会 平成14年12月12日

 中城若松の墓  字安谷屋西後原1447  個人 昭和57年３月18日

 ナスの御嶽  字仲順西原169  仲順区 平成７年６月16日

 渡口の印部土手石
（原石）

 字渡口渡口原７  渡口区 平成９年10月１日

 喜舎場のウフカー  字喜舎場81  喜舎場区 平成16年８月５日

 大城のイリヌカー  字大城141－１  大城区 平成16年８月５日

史跡

有形文化財
（歴史資料）

種別

有形民俗
文化財

無形民俗
文化財



43 

れること）するとされる。「胎蔵界」は、真理の面をいい、胎児が母の胎内にいるよ

うに真理が内在していることを示し、「大日如来」は、密教の根本仏をいい、大日は

太陽の別名である。『北中城村史』(昭和45年(1970)）によると、渡口の拝所の北側

にある家々に火災などが続出したため、ユタに占ったところ、拝所の下に地位の高

い先人の遺骨があり、それを掘り出して祀
まつ

れ、とお告げがあったので拝所の下を掘

ってみると、人骨や石器類とともにこの梵字碑が出土したとある。この碑は、現在

地に移される前は、渡口36番地１の屋敷の塀に北西を向いて建っていた。平成９年

(2027)10月１日に村の有形民俗文化財に指定された。 

その他にも、本村には全部で11基の梵字碑があり、梵字碑の数が県内で最も多い

市町村となっている。 

 

根
ニー

所
ドゥクル

火
ヒ

の
ヌ

神
カン

（有形民俗文化財） 

安谷屋の集落は、かつて安谷屋グスクの西側一帯

の安里原にあったといわれる。根所火の神（ニード

ゥクルヒヌカン）は、この一帯に集落発祥にかかわ

る家があったことを歴史的に示す拝所で、字のほと

んどの祭祀で拝まれる。祠
ほこら

は琉球石灰岩を組み合わ

せて造られ、大きさは、幅が約 180cm、高さ約 150cm、

奥行き約 140cmである。祠の中には三個の石が安置されている。平成 14年(2002)12

月 12日に村の有形民俗文化財に指定された。 

 

荻道のヒージャーガー（有形民俗文化財） 

荻道集落の中心部、県道146号線沿いにある。大正

13年(1924)の改修のとき、横穴を掘ってから水がよ

く出るようになり、飲料水やンブガー(産井戸)とし

ても利用するようになったという。井戸の石積みや

樋
とい

、石敷き、周囲の土留め石積みがよく残っている。 
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南
フェーヌ

島
シマ

（無形民俗文化財） 

この踊りは、従来の踊りとは趣を異にし、先端に金

環をつけた棒を打ち合わせたり、寄声を発したりする

など、激しい動きが特徴である。さらに、大きく飛び

跳ねて野性味を表現する振付もみられる。 

踊りは手踊りと棒踊りの二種類があり、最初に八人

が歌と三味線に合わせて手踊りを演じ、その後、四人

一組に分かれて棒踊りを披露する。手踊りの際は頭に

頭
ず

巾
きん

をかぶり、棒踊りの際は麻であしらったカツラを被る。 

三線でうたわれる歌は、“タウチュンナータイ タウチュンナータイヨ チョウオーヨー

ティメウターン イエチヨウハアタイ フーテーヨーフィヨ フィタイフィタイ チンサーン 

チントーンヨーオーサイ チューサイヨー スイナー"(歌意不明)。  

この 南
フェーヌ

島
シマ

がいつ頃熱田に伝わったかは不明である。熱田では美
み

里
さと

間
ま

切
ぎり

知
ち

花
ばな

から

伝わり、津
つ

堅
けん

島
じま

の棒の型を取り入れて独特な踊りに作りあげたと伝えられている。

昭和55年(1980)２月９日、村の無形民俗文化財に指定された。 

 

獅子舞（無形民俗文化財） 

獅子は百獣の王として 尊
とうと

ばれ、獅子舞はあらゆる

災厄が払われるものとして信じられている。喜舎場

では旧盆のウークイの日に悪霊を払い、五穀の豊
ほう

穣
じょう

、集落の発展を祈願して演じられる。獅子舞は、

はじめに一人の男(ワクヤー)がまりを両端に結びつ

けたひもを首にかけて、まりを振りながら獅子を誘

い出して始まる。獅子の胴体には二人の男が入り、三

線、太鼓、ドラに合わせて獅子舞を演じる。昭和57年(1982)３月12日に村の無形民

俗文化財に指定された。 

 

中城若松の墓（史跡） 

中城若松は、安谷屋の若松ともいい、玉
たま

城
ぐすく

朝
ちょう

薫
くん

作

の組踊『執
しゅう

心
しん

鐘
かね

入
いり

』(康熙58年(1719))の登場人物の

モチーフとなった人物といわれる。また、中城若松は

尚円王(金
かな

丸
まる

)と安谷屋ノロとの間に生まれた子供と

もいわれ、安谷屋城主になり、のち首里に上り、上
うえ

間
ま

村(現在の那覇市上間)の地頭職に就き、「章氏」の始

祖となったといわれる。死後、遺言により故郷の安谷



45 

屋に葬られたと伝えられる。墓は、安谷屋集落の後方丘陵の通称ユナハンの山頂に

あり、岩の前に切石を積んで囲んだ墓庭がある。昭和57年(1982)３月18日に村の史

跡に指定された。 

 

ナスの御
ウ

嶽
タキ

（史跡） 

仲
ちゅん

順
じゅん

の集落のはずれから屋宜原へ向かう道路沿

い、水道タンクの南側の杜
もり

がナスの御
ウ

嶽
タキ

である。『琉

球国由来記』(康
こう

熙
き

52年(1713)成立）によると、ここ

に祀
まつ

られている神は「ナスツカサ御イベ」で、安谷屋

ノロが祭祀を 掌
つかさど

っていた。御嶽の中にある琉球石灰

岩の大岩が御嶽の本体（イベ）だと考えられている。

この岩の上には、舜
しゅん

天
てん

・舜
しゅん

馬
ば

順
じゅん

熈
き

・義
ぎ

本
ほん

の三王を葬ったとされる墓がある。仲順

の集落はかつてこの御嶽一帯にあり、御嶽を「腰当て
ク シ ャ テ

※2」として南側に発展していっ

たといわれる。平成７年(1995)６月 16日に村の史跡に指定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※2 腰当て（クシャテ、クサテ）：丘陵を背後に南側に広がる集落側の視点からみた丘陵の呼称 
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（４）未指定文化財分布図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■村内の主な未指定文化財一覧 

①喜舎場公の墓   ②喜舎場の石獅子   ③イラブ―ガー   ④王妃御墓 

⑤ヒニグスク    ⑥仲順大主之墓    ⑦仲順ビジュル   ⑧

⑨仲順原貝塚    ⑩島根殿       ⑪   ⑫ンブガー 

⑬熱田マーシリー  ⑭熱田シー       ⑮   ⑯ンブガー 

⑰米須嶽           ⑱宮城御嶽      ⑲和仁屋御願    ⑳渡口洞穴遺跡 

㉑ンブガー     ㉒九年堂の御嶽    ㉓マーカーの御嶽  ㉔島袋殿火の神 

㉕ヒジャヌトゥン  ㉖ ㉗ウカミヤー ㉘ソージガー 

㉙石平ヒージャー  ㉚イチマシビラの石畳道   ㉛安谷屋グスク 

㉜中城若松の屋敷跡の火の神   ㉝タカヒージャー ㉞タチガ―     ㉟荻道遺跡 

㊱御神屋           ㊲大城グスク ㊳大城御嶽           ㊴ミーグスク火の神 

㊵ヌンドゥルチ跡   ㊶喜友名根所     ㊷久知屋根所     ㊸伊寿留按司墓 
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王
ウナ

妃
ザラ

御
ウ

墓
ハカ

 

喜舎場集落の北側丘陵の頂上付近にある。琉球石

灰岩の岩陰を塞いで造られた墓である。この墓は、

舜
しゅん

天
てん

王統三代目、義
ぎ

本
ほん

王(泰
たい

和
わ

６年(1206)～？）の

妃の墓所と伝えられる。義本王は、天災異変が相次

いだことを理由に王位を英
えい

祖
そ

に譲って隠遁
いんとん

したとさ

れ、国頭
くにがみ

村辺土
へ ど

で没したとも、仲順で没したともい

われる。ここから、約150m東側にあるナスの御
ウ

嶽
タキ

に墓がある。しかし、この墓に葬

られているという伝承もある。『北中城村史』(昭和45年(1970)）には、義本王の直

系の子孫である花崎家の口伝として墓内には天次王（義本王）、真
ま

鍋
なん

樽
だるー

按司
あ じ

、西
にし

之
の

按司
あ じ

加那
が な

志
し

、桜尚の厨子
ず し

が安置されているといわれている。 

 

島
シマ

根
ニ

殿
ドゥン

 

熱田公民館の敷地内にあり、集落のほぼ中央に位

置する。一般にオミヤまたはシマニドゥンと称され

る。祈願の対象は、海水に浸食された大きな岩であ

る。昭和15年(1940)の紀元2600年記念祭に本殿を石

造りの拝所から現在の鉄筋コンクリート建てのお宮

に建て直された。拝殿は入
いり

母
も

屋
や

造りの木造本瓦葺き

で、軸部は戦前のものである。さる大戦前は、神
カミ

人
ンチュ

がウマチー（旧２月15日、旧５

月15日、旧６月15日）に御
み

花
はな

、線香、神酒
み き

を供えて集落中の人々の健康とムジュク

イ（諸作物）の豊年祈願をした。現在は、字の役
やく

目
み

（役員）が各ウマチーに拝む。 

 

イチマシビラの石畳道 

安谷屋から普天間川を渡って宜野湾市野嵩にむか

う旧道で、現在でも70mほど石畳道が残っている。 

名称は原
ハル

名
ナー

の池舛
イチマシ

原
バル

に由来する。 

この石畳道がいつ造られたかは不明であるが、普天

間川に架かっていた安谷屋橋の改修が咸
かん

豊
ぽう

元年

(1851)に行われていることから、それ以前からあった

と考えられる。 
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安谷屋グスク 

若松公園の東側にある杜
もり

が安谷屋グスクである。

グスクは南北約 80ｍ、東西約 110ｍの大きさがある。

北西側には石段の階段があり、ここがグスクへの入

口だと考えられる。この階段を上って東側の広場が

殿
トゥン

で、さらに東側へ進むと上
イー

の
ヌ

御嶽
ウ タ キ

がある。その東

側の岩も拝所になっており、グスク全体が聖地とな

っている。南側の崖下からグスク時代の土器、輸入磁器、陶器等が採集されている。 

 

大城グスク 

荻道・大城の両集落の後方にある琉球石灰岩丘陵

(上
イー

の
ヌ

杜
ムイ

)の中央部に位置する。標高は、150ｍ～165

ｍで、最高部は村内で一番高い場所である。グスク

内には大城御嶽があり、また、古墓も点在し、その

なかには鬼
ウニ

大
ウフ

城
グシク

(大城
おおぐすく

賢
けん

勇
ゆう

)の祖先の墓と称する墓

もある。戦前まで石積みが残っていたが、戦時中に

石を取り壊したという話もある。現在、石積みは北側の一部に僅かに残っている。

『北中城村史』(昭和45年(1970))によると、このグスクは英祖王の第三子中城王子

の居城であったという。 
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（５）特産品、工芸品、菓子・料理等 

アーサ（ヒトエグサ） 

村内でのアーサ養殖は昭和60年(1985)に始まり、

熱田・渡口地区の良好な干潟で盛んに行われている。

シーズンは１月から３月中旬頃となっており、平成

18年(2006)３月には「沖縄ふるさと百選」の生産部門

に認定されるとともに、平成19年(2007)には養殖拠

点産地として沖縄県からの認定を受けている。現在

では、スープや佃煮をはじめとする加工品も盛んに

生産されている。 

 

パッションフルーツ 

北中城村のパッションフルーツは爽やかな香りと高

い糖度、ほどよい酸味があり、収穫は２月上旬、６月

上旬、９月上旬となっている。 

 

 

 

ちんすこう 

小麦粉、砂糖、ラードを主原料とする沖縄の伝統的

な菓子。村内には老舗の製菓店があり、バラエティ豊

かなちんすこう商品を作り続けている。 

 

 

 

学校給食として登場する『マンビカー（シーラー）の姿揚げ』 

北中城村の給食は沖縄でナンバーワンとの呼び声

高く、メニューも豊富で、県内で行われる学校給食献

立調理発表会においては、出場３度中、最優秀賞を２

度受賞している。 

特に子供たちに喜ばれる自慢の献立が、マンビ

カーを一匹まるごと使った姿揚げである。平成10年

(1998)から毎年５月に提供され、令和５年(2023)で25年目となり、１メートル以上

の大きなマンビカーが学級に一匹ずつ、給食の献立として登場する。  
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（６）世界遺産、日本遺産等 

琉球王国のグスク及び関連遺産群 

沖縄本島南部を中心に点在する琉球王

朝の繁栄を象徴した九つの史跡群の一つ

として、平成12年(2000)12月に中城城跡は

世界遺産に登録された。 

琉球王朝は、14世紀頃まで三王国に分立

していた琉球列島を統一して15世紀前半

に成立した琉球王国の統治時代を指し、琉

球王が居所とした首里城や王の統治機関

であり、拝所としての役割も持つグスク

（中城城・今帰仁城・座喜味城・勝連城）、

宗教的聖地であった御嶽などが世界遺産

を形成している。これら遺跡群は、当時の琉球が日本や近隣諸国から政治・文化・

外交の面で受けた様々な影響を象徴しており、琉球独自の王国文化をうかがい知る

ことのできる貴重な文化遺産として登録された。 

 

 

 

１.今帰仁城跡 

沖縄本島の北部を治めていた北山の

王が住んでいた城。約1,500メートルに

もおよぶ城壁は、自然の地形にあわせ

てつくられ、美しい曲線となっている。 

資産面積 7.9ha 
 

緩衝地帯 
面積 25.3ha 

合計 33.2ha 

２.座喜味城跡 

護佐丸が北山を監視するために15

世紀前半に築城された。切り出した石

で組んだアーチ型の石門は、沖縄本島

に現存するもっとも古い石門と考え

られている。 

資産面積 4.4ha 
 

緩衝地帯 
面積 78.9ha 

合計 83.3ha 

３.勝連城跡 

12～13世紀に築城され、沖縄本島中

部の東海岸一帯を一望できる場所に立

地。当時、有力な按司であった阿麻和利

が住んでおり、王位をとるために首里

城を攻めたが、敗れて滅びた。 

資産面積 13.2ha 
 

緩衝地帯 
面積 44.2ha 

合計 57.4ha 

■琉球王国のグスク及び関連遺産群 

（『沖縄県 HP』より） 
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４.中城城跡 

勝連城主の阿麻和利をけん制するた

めに、座喜味城主の護佐丸が、15世紀

の前半頃に国王の命令で築城。 

資産面積 12.3ha 
 

緩衝地帯 
面積 178.1ha 

合計 190.4ha 

５.斎場
せいふぁ

御嶽
う た き

 

沖縄随一の聖地として知られてお

り、琉球国の宗教的儀礼や自然信仰の

場所とされている。国王も何度も訪れ

たほか、王妃などが国の神事をおこな

う聞
きこ

得
え

大君
おおきみ

の職に就く際に儀式を行う

場所。 

資産面積 4.5ha 
 

緩衝地帯 
面積 12.1ha 

合計 16.6ha 

６.玉
たま

陵
うどぅん

 

琉球王国の王族の墓で、弘
こう

治
じ

14年

(1501)ごろ建造された。墓は、中室・

東室・西室に分かれており、石造りで

独特のデザインとなっている。平成30

年(2018)、建造物として国宝に指定さ

れた。 

資産面積 1.1ha 
 

緩衝地帯 
面積 136.9ha※ 

合計 138.0ha 

７.首里城跡 

宣徳
せんとく

４年(1429)に北山
ほくざん

・中 山
ちゅうざん

・南山
なんざん

と呼ばれていた三つの小さな国が統

一されて琉球王国となり、その国王が

住んでいた城。政治や文化の中心地と

なっていた。平成31年(2019)３月に

は、太平洋戦争で焼失した正殿や破壊

された城郭等を含むすべての復元整

備工事が完了したが、その年の10月31

日の火災により正殿や北殿など八つ

の建物が焼失した。現在、再建に向け

て工事が進められている。 
 

資産面積 7.3ha 

 

緩衝地帯 
面積 136.9ha※ 

合計 144.2ha 
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８.園比屋
そ の ひ ゃ

武
ん

御嶽
う た き

石門
せきもん

 

正徳
せいとく

14 年(1519)につくられた琉球

固有の宗教建築物であり、門は扉を除

いてすべて石造りとなっている。後方

にある森は、聖なる地とされており、

国王が出かけるときに旅の安全を祈願

した。 

資産面積 0.008ha 
 

緩衝地帯 
面積 136.9ha※ 

合計 136.908ha 

９.識名園 

嘉
か

慶
けい

４年(1799）に王族の別邸として

建造された。保養地としてだけでなく、

中国の王からの使いをもてなす場とし

ても使用されていた。現在、沖縄県内

で唯一の特別名勝でもある。 
 

資産面積 4.2ha 
 

緩衝地帯 
面積 84.2ha 

合計 88.4ha 

※玉陵、首里城跡、園比屋武御嶽石門の緩衝地帯面積は、３資産の合計面積 


